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※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　４月10日の月山スキー場オープン
に向けて除雪作業が進む姥沢駐車
場です。重機の轟音は月山の春の風
物詩でもあります。晴天のこの日は
月山や姥ヶ岳が一層輝いていました。

ごう  おん
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いきいきと暮らせ る町に 　３年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額がそれぞれ54億
2500万円で、前年度と比較して6億5000万円、13.6％の増で
す。新型コロナウイルス感染症対策や昨年７月の豪雨災害の復旧
への早急な対応が求められる中、町民の皆さまの生活を守るた
めの各種予算が編成されています。

【町長が示した４つの基本方針】
１　定住人口維持確保を最重要目標とした第６次総合計画基本計画主要施策の推進
２　直面する新型コロナウイルスとの共存に向けた施策の展開
３　豪雨災害の着実な復旧
４　町として持続するための健全な財政運営の維持

特 別 会 計 予 算 企業会計予算

令和3年度一般会計予算　54億　2500万円

町　税
7億476万円
（13.0％）

繰入金
6億302万円
（11.1％）地方交付税

21億5000万円
（39.7％）

国庫支出金3億9413万円 (7.3％)国庫支出金3億9413万円 (7.3％)

その他依存財源
1億8140万円（3.3％）
その他依存財源
1億8140万円（3.3％）

町債
6億9700万円
(12.8％)

町債
6億9700万円
(12.8％)

県支出金 4億 8297万円 (8.9％)県支出金 4億 8297万円 (8.9％)

自主財源
町で集めるお金
15億1951万円
（28.0％）

依存財源依存財源
国や県、借入金に
頼るお金

39億549万円
（72.0％）

歳入

町民税や固定資産税など
町民の皆さまが納める税金地方消費税交付金や地方譲与税など

基金 ( 町の貯金 )
を取り崩して事
業に充てるお金

使用料や手数料など

国からの補助金など

※（　）は構成比
県からの補助金など

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

その他自主財源
2億1172万円 (3.9％)
その他自主財源
2億1172万円 (3.9％)

大きな事業を実施するために
国や銀行などから借りるお金

依

　存
　財
　源

自
　主

　財
　源

総務費
7億393万円
（13.0％）

民生費
8億2366万円
（15.2％）

衛生費
6億2373万円
（11.5％）

土木費
6億4764万円
（11.9％）

消防費　
1億9658万円 (3.6％) 

教育費
4億7365万円
（8.7％）

災害復旧費
5億2886万円
（9.8％）

公債費
7億5321万円
（13.9％）

農林水産業費
3億4168万円 (6.3％)
農林水産業費
3億4168万円 (6.3％)

その他
1億770万円 (2.0％)
その他
1億770万円 (2.0％) 庁舎や水沢温泉館などの施設管理、各種

システムの維持、管理などにかかるお金

高齢者や障がい者、子
どもの福祉対策、路線
バスなどにかかるお金

消防団や広域消防、災害対策
などにかかるお金

歳出

農業や林業、畜産業などの
振興にかかるお金

健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金

道路や河川の維持、
整備、除雪などに
かかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

被災箇所の復旧
などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

議会費や労働費など

※（　）は構成比

商工費
2億2436万円 (4.1％) 
商工費
2億2436万円 (4.1％) 
商工業や観光業などの振興にかかるお金

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移
21億

8830万円
21億

8830万円

平成 30年度平成 30年度

21億
2950万円
21億

2950万円

令和元年度令和元年度

17億
5148万円
17億

5148万円

令和 2年度令和 2年度

15億
2528万円
15億

2528万円

令和 3年度令和 3年度

※左のグラフは総務課が作成した資料に
基づくものです。平成 30 年度、令和
元年度は決算額、2年度以降は推計です。
※減債基金とは、町債として借りたお金
の返済や、その信用の維持のために設
ける基金です。

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所 公共下水道事業 農 業 集 落

排 水 事 業 病 院 事 業

6 億 1275 万円
( 11.8％増 )

251 万円
( 5.6％減 )

1 億 7835 万円
( 1.5％減 )

3442 万円
( 20.3％増 )

８億 551 万円
( 9.8％増 )

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 水 道 事 業

375 万円
( 7.1％増 )

9070 万円
( 1.0％減 )

7 億 5443 万円
( 1.0％増 )

1459 万円
( 増減なし )

3 億 7332 万円
( 14.4％増 )

※（　）は前年度比
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注目１

令和３年
第 1 回
定 例 会

　
議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第1号 教育委員会教育長の任命 伊藤功教育長の任期満了に伴い、後任として前田雅孝
さん（睦合）を任命する。

議第2号 町道路線の廃止及び認定 町道太郎・綱取線の海味地内の起点を国道 112 号に接
続するため、同路線をいったん廃止し、改めて認定する。

議第3号 町いじめ問題調査委員会条例の設定 町いじめ防止基本方針に基づき、いじめ問題調査委員
会を設置するため条例を新設する。

議第 4号 用品調達基金の設置、管理及び処分に
関する条例を廃止する条例の設定

事務用品等購入の現状を踏まえ、事務の円滑化、効率
化のために実施していた用品の集中購買を廃止する。

議第5号 町道路占用料徴収条例の一部を改正す
る条例の制定

道路法施行令の一部改正に伴い、本町の道路占用料及
び行政財産の使用料の額を改定する。

議第 6号 町都市公園条例の一部を改正する条例
の制定

寒河江ダム公園、寒河江ダムスポーツ広場、大井沢河
川公園を新たな都市公園として指定する。

議第 7号 介護保険条例の一部を改正する条例の
制定

３年度からの第８期介護保険事業計画期間の介護保険
料を定める。

議第 8号

町指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例の設定

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関
する基準等の一部を改正する省令の施行に伴い、規定
の整備を図る。

議第 9号 町新型コロナウイルス感染症対策基金
条例の一部を改正する条例の制定

会計処理上において年度内の基金積立が必要なため本
条例の施行期日を改める。

議第25号 町特別職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定

財政状況を考慮して 3 年 4 月 1 日から 1 年間、町長、
副町長及び教育長の給料をそれぞれ 10％、5％、3％
減額する。

請願第1号 「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる30人学級の実現」を求めることに関する請願書
⇒　継続審査とし第 2 回定例会へ

請願第2号 「消費税5％以下への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願
⇒　賛成少数で不採択（賛成者：佐藤光康議員、佐藤幸吉議員）

　
議案番号 会　計 補正の主な内容（▲印は減額） 補正額 補正後の予算額

議第10 号 一般会計 (第 10号 )
新型コロナ感染症対策� 1091万円
豪雨災害対策�  ▲ 2億 1262万円
※3年度への繰越分も含む
上記以外� ▲ 3114万円

▲2億3285万円 64億5294万円

議第11号 国民健康保険特別会計
(第 3号 )

一般被保険者療養給付費� 3000万円
上記以外� ▲ 46万円 2954万円 6億7123万円

議第12号 公共下水道事業特別
会計 (第 3号 ) 各種業務委託料� 2165万円 2165万円 2億 822万円

議第13号 農業集落排水事業特別
会計 (第 2号 ) 水位計更新工事� 28万円 28万円 2925万円

議第14号 病院事業会計(第3号)
※収益的収支

オンライン資格確認用備品� 39万円
医事会計システム改修費� 170万円 209万円 7億4647万円

議第26号 一般会計 (第 11号 ) 町道除雪委託料� 5000万円 5000万円 65億 294万円

議第27号 水道事業会計(第2号) 営業費用 380万円を減額し特別損失に380万円を追加 － 2億1306万円

議第28号 国民健康保険特別会計
(第 4号 ) 直営診療施設勘定繰出金� 138万円 138万円 6億7261万円

議第29 号 病院事業会計(第4号)
※資本的収支 CT装置購入補助金増額� 112万円 112万円 1844万円

令和 3年第 1回定例会に提出された主な議案
【人事案、条例案等】

【令和2年度各会計補正予算】� （万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

商
品
券
の
発
行
補
助

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
補
助
金
４
０

０
万
円
を
２
年
度
補
正
予

算
で
追
加
し
、
３
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
す
。
い
つ
配

布
す
る
の
で
す
か
。

３
月
に
配
布
し
た
飲

食
店
等
商
品
券
の
使

用
期
限
を
５
月
末
と
し
て

お
り
、
そ
の
流
れ
に
続
く

形
で
５
月
の
連
休
明
け
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
豪
雨
災
害

対
策
な
ど
の
関
係
で
、
２

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
は
今
定
例
会
ま
で
で
11

回
に
も
及
び
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
47
憶
７
５
０
０

万
円
だ
っ
た
当
初
予
算
額

は
最
終
的
に
約
１
・
３６
倍

の
65
億
２
９
４
万
円
ま
で

増
え
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
を
守
る
た
め
に

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
国

の
動
き
に
応
じ
て
迅
速
な

判
断
を
求
め
ら
れ
る
中
、

議
会
と
し
て
も
、
緊
急
性

を
十
分
に
考
慮
し
て
審
議

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

今
定
例
会
に
お
け
る
補
正

予
算
に
関
す
る
質
疑
の
内

容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

聖
火
リ
レ
ー
の
経
費

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
西
川
町
実
行

委
員
会
負
担
金
は
、
２
年

度
補
正
予
算
で
３
０
０
万

円
減
額
し
、
３
年
度
当
初

予
算
に
２
５
０
万
円
計
上

し
て
い
ま
す
。
50
万
円
の

減
額
の
理
由
は
何
で
す
か
。

延
期
と
な
っ
た
聖
火

リ
レ
ー
を
３
年
度
に

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
役

場
前
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
を
精
査
し
た

結
果
で
す
。

問

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
町
か
ら
３
年
度

各
会
計
予
算
（
10
会
計
）
の
ほ
か
、
人
事
案
、
条
例
案
、

補
正
予
算
案
な
ど
29
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
９
件
に
つ
い
て
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
は
１
件
を
継
続
審
査
と
し
、
も

う
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

対策を迅速に

問答

答

▶�

2
月
に
西
川
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
に
展
示
さ
れ
た

聖
火
ト
ー
チ

▲飲食店等商品券の利用は5月末まで

「消費税５％以下への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願に関する討論

討 

論賛成
佐藤光康議員
　消費税増税は、景気を大きく悪化させ、
さらに新型コロナウイルス感染症拡大が
追い打ちをかけて失業や貧困が大きな問
題になっています。その一方で、日本の
富裕層の資産総額は12.2兆円から24.4兆
円へと２倍に増えています。企業は巨額
の内部留保をため込んでいます。こうい
う人たちにこそ応分の負担をしてもらう
必要があります。消費税５％以下への引
き下げは一人ひとりの切実な願いであり、
請願に賛成します。

反対
菅野邦比克議員

　税率引き上げの際、消費税の使途は
年金や医療、介護の社会保障給付並び
に少子化に対処するための施策に要す
る経費に充てると明確化されました。
税率を1％下げると2兆7500億円、5
％引き下げると13兆7500億円の減収に
なり社会保障の維持ができなくなりま
す。その財源不足分を毎年国債発行で
賄った場合、次世代に大きな負担を強
いることになりかねません。このこと
から請願に反対します。

注目２

注目２

注目１

3月2日 3月11日
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　令和３年度の各会計予算は、予算特別委
員会（議長を除く８人の議員で構成）での審
査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月２日から３日間
にわたり各課の予算説明を受け、質疑を行い
ました。その主な内容を紹介します。

予算
特別委員会

【 担当課説明 】

令和３年度会計誰のための何のための
� 予算なのかを　問う
▶�

町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

観
光
情
報
の
発
信

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
中
、

関
連
予
算
も
多
少
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
か
。

商
工
観
光
課

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
専
門
家
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
動

画
を
活
用
し
ま
す
。
主
に

仙
台
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

紙
媒
体
も
含
め
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

問答

▶
西
川
中
学
校
の
教
室�

中
学
生
受
験
対
策

中
学
生
の
受
験
対
策

講
座
は
学
校
の
先
生

方
か
ら
の
要
望
に
よ
る
も

の
で
す
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
講
座
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課

教
育
委
員
会
か
ら
の

提
案
と
し
て
、
塾
等
に
通

え
な
い
生
徒
へ
の
対
応
も

考
慮
し
行
う
も
の
で
す
。

　

夏
休
み
中
に
、
半
日
ず

つ
２
コ
マ
で
３
日
間
行
い
、

２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
数
学

と
英
語
の
集
中
的
な
講
座

を
行
い
ま
す
。

問答

遭
難
対
策
の
担
い
手

月
山
朝
日
山
岳
遭
難

対
策
委
員
会
の
各
方

面
隊
の
隊
員
と
し
て
活
動

で
き
る
人
数
が
74
人
と
の

説
明
で
す
が
、
各
隊
と
も

隊
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
実
際
に
山
に
入

っ
て
活
動
で
き
る
実
質
的

な
人
数
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
。総

務
課

隊
員
の
高
齢
化
は
認

識
し
て
お
り
、
地
元
の
方

だ
け
で
な
く
山
に
造
詣
の

深
い
方
に
協
力
を
お
願
い

し
た
り
し
な
が
ら
、
一
定

程
度
の
隊
員
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

問答

▲�ボランティアコーディネート事業とし
て令和元年度に行われた手話教室�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

社
会
福
祉
協
議
会
運

営
費
補
助
と
は
別
に
、

事
業
補
助
金
と
し
て
４
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
ど
う
い
う
内
容
で

す
か
。健

康
福
祉
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
補
助
と

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

育
成
や
研
修
に
必
要
な
事

業
を
行
う
た
め
に
補
助
し

て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

事
業
を
担
当
す
る
職
員
の

人
件
費
相
当
分
で
す
。

問答

▶��

1
月
の
県
知
事
選
挙
の
開
票

作
業

▶�

朝
日
連
峰
な
ど
で
の
捜
索
も

求
め
ら
れ
る

衆
議
院
議
員
選
挙
費

衆
議
院
議
員
選
挙
の

期
日
前
投
票
や
投
開

票
事
務
に
関
す
る
職
員
の

時
間
外
手
当
等
２
８
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
が
定
着
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
投
票
終
了
時
刻

を
午
後
８
時
か
ら
１
時
間

繰
り
上
げ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

総
務
課

３
年
度
中
に
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
投
開
票
日
当
日

の
投
票
終
了
時
刻
を
繰
り

上
げ
る
方
向
で
選
挙
管
理

委
員
会
と
協
議
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問答

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

昨
年
度
よ
り
予
算
を

減
額
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
活
動
方
針
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

政
策
推
進
課

２
年
度
は
、
団
員
の

固
定
化
や
高
齢
化
が
進
ん

だ
上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
想
定
し
て
い
た
活
動

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
年
度
は
、
発
足
当
初

の
ね
ら
い
を
踏
ま
え
た
上

で
継
続
す
べ
き
と
こ
ろ
を

残
し
つ
つ
、
町
へ
の
提
言

な
ど
を
い
た
だ
く
、
比
較

的
若
い
世
代
の
コ
ア(

核)

集
団
づ
く
り
な
ど
も
手
が

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

▶�

今
後
の
活
用
が
不
明
な
水
の

文
化
館

寒
河
江
ダ
ム
周
辺

水
の
文
化
館
を
町
直

営
管
理
に
す
る
こ
と

で
、
ど
れ
く
ら
い
の
経
費

削
減
に
な
り
ま
す
か
。

建
設
水
道
課

木
造
の
売
店
と
ト
イ

レ
の
み
の
営
業
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
指
定
管

理
料
の
減
に
対
し
、
ト
イ

レ
の
管
理
委
託
、
月
山
湖

大
噴
水
の
運
営
、
燃
料
代

そ
の
他
の
光
熱
費
を
差
し

引
く
と
、
予
算
上
は
約
７

６
０
万
円
の
削
減
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

問答 ▶��

吉
川
地
区
の
集
落
支
援
員
が

発
行
し
て
い
た
通
信

▶��

平
成
30
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
で
あ
い
さ
つ
に
立
つ
町
長

地
域
づ
く
り
活
動
支
援

集
落
支
援
員
の
役
割

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
特
定
の
地
域
を
支
援

す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
の
で
す
か
。

政
策
推
進
課

集
落
支
援
員
の
各
地

域
へ
の
配
置
を
協
議
し
ま

し
た
が
、
町
と
し
て
統
一

し
た
仕
組
み
を
構
築
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
づ
く
り

は
町
の
振
興
の
根
幹
で
あ

り
、
今
後
町
が
ど
の
よ
う

に
支
援
す
べ
き
か
、
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
基
礎
と
な
る
調

査
活
動
や
実
験
的
な
支
援

活
動
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問答

▶�

吉
川
地
区
の
方
々
が
草
刈
り

な
ど
の
整
備
を
行
な
っ
て
い

る
安
中
坊
別
当
屋
敷
跡

安
中
坊
別
当
屋
敷
跡
整
備

整
備
費
１
７
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
駐
車
場
の
整
備
や

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
に
向
け
た
広
報
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課

周
辺
が
遺
跡
に
な
っ

て
い
て
自
由
に
整
備

で
き
な
い
た
め
、
当
面
は

㈱
米
月
山
の
前
や
歴
史
文

化
資
料
館
の
駐
車
場
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
広
報
に
関
し

て
は
予
算
成
立
後
に
の
ぼ

り
等
を
整
備
し
て
行
い
ま

す
。 問答 ▶�

大
規
模
改
修
も
待
た
れ
る
水

沢
温
泉
館

産
業
振
興
施
設
の
管
理

水
沢
温
泉
館
と
大
井

沢
温
泉
館
の
指
定
管

理
に
関
す
る
委
託
料
を
増

額
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考

慮
し
た
３
年
度
の
み
の
増

額
で
す
か
。

産
業
振
興
課

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

２
年
度
の
収
入
に
つ
い
て
、

元
年
度
と
比
べ
て
水
沢
温

泉
館
が
55
パ
ー
セ
ン
ト
、

大
井
沢
温
泉
館
が
88
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
年
度
も
こ
の
状
況
が
続

く
も
の
と
想
定
し
、
収
入

減
の
分
を
増
額
し
ま
し
た
。

問答
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　３月10日、議場で予算
特別委員会を開催し、令
和３年度の各会計予算の
審査、採決を行いました。
主な質疑の内容などを
紹介します。

予算
特別委員会

【 審 議・採 決 】

令和３年度会計議場でもう一歩
� 踏み込んで　問う

▶�

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
茅
の

家
づ
く
り

▶�

宮
城
県
利
府
町
役
場
に
併
設

さ
れ
て
い
る
交
流
施
設

▶�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
自

然
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業

▶�

ど
こ
ま
で
関
わ
る
べ
き
な
の
か

▶
路
線
バ
ス

▶�

こ
う
い
う
光
景
が
教
室
で
も

当
た
り
前
に

▶�

西
川
小
6
年
生
の
修
学
旅
行

で
の
外
国
語
研
修

▶�

幸
せ
な
生
活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

自
然
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー

取
組
み
の
中
心
人
物

が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
任
期
を
終
え
て
町
を

離
れ
ま
す
。
３
年
度
は
会

計
年
度
任
用
職
員
４
名
で

対
応
す
る
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
大
丈
夫
で
す
か
。

政
策
推
進
課

専
任
者
を
１
人
置
き
、

自
然
と
匠
の
伝
承
館
や
自

然
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

一
緒
に
な
っ
て
運
営
に
あ

た
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ノ
ウ
ハ

ウ
は
残
っ
て
お
り
、
地
元

の
大
井
沢
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
、
特
に
３
年
度
は

地
域
行
事
と
の
関
わ
り
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

み
ど
り
団
地
の
２
期

工
事
に
関
し
て
、
以

前
か
ら
提
案
し
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

や
カ
フ
ェ
な
ど
を
建
設
す

る
計
画
は
な
い
の
で
す
か
。

政
策
推
進
課

カ
フ
ェ
と
何
ら
か
の

施
設
の
複
合
型
で
検
討
し

た
経
緯
は
あ
り
ま
す
が
、

用
地
が
手
狭
だ
と
い
う
こ

と
で
具
体
的
な
結
論
に
至

ら
ず
、
見
送
り
ま
し
た
。

　

財
源
の
課
題
も
あ
り
、

定
住
人
口
と
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
を
最
優
先
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

３
年
度
は
１
人
の
み

の
募
集
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
政
策
提
言
の
際

は
農
業
関
係
と
飲
食
関
係

も
募
集
し
た
い
と
い
う
話

で
し
た
。
定
住
人
口
の
確

保
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
の

に
、
１
人
だ
け
で
の
募
集

で
良
い
の
で
す
か
。

政
策
推
進
課

農
業
以
外
に
も
観
光

や
商
工
な
ど
の
分
野
を
検

討
し
、
３
年
度
は
観
光
協

会
で
活
動
し
て
い
る
１
人

と
、
新
規
の
隊
員
の
２
人

体
制
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

３
年
度
は
ま
だ
使
わ

な
い
そ
う
で
す
が
、

小
中
学
生
に
配
布
す
る
情

報
端
末
で
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
利
用
す
る
場
合
は
、

各
家
庭
の
通
信
環
境
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
状
況
把
握
を

し
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休

校
の
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
、
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
は

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
利

用
に
は
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境

が
必
須
で
あ
り
、
準
要
保

護
の
ご
家
庭
な
ど
に
は
ル

ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
な
ど

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

婚
活
推
進
事
業
見
直
し

３
年
度
か
ら
婚
活
推

進
事
業
の
所
管
が
健

康
福
祉
課
か
ら
政
策
推
進

課
に
変
わ
り
、
イ
ベ
ン
ト

も
増
え
る
よ
う
で
す
が
、

対
応
す
る
職
員
体
制
は
大

丈
夫
で
す
か
。

政
策
推
進
課

民
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
の
利
用
料
を
町
が

負
担
し
て
町
民
の
利
用
を

後
押
し
し
た
り
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
民
間
事
業
者

か
ら
の
支
援
を
受
け
る
た

め
、
職
員
の
負
担
は
そ
れ

ほ
ど
で
も
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

英
語
教
育
の
推
進

町
が
英
語
教
育
に
力

を
入
れ
る
の
は
、
単

に
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
で
す
か
。

教
育
委
員
会

国
の
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
小
学
生
の
英
語
が

必
須
と
な
り
、
６
年
生
は

年
間
70
時
間
で
す
。
そ
の

目
的
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
伴
う
外
国
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
で
す
。
町

は
国
の
方
向
性
に
従
い
な

が
ら
、
保
小
中
一
貫
教
育

を
活
用
し
て
保
育
園
の
頃

か
ら
英
語
を
体
験
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
共
交
通
網
の
あ
り
方

路
線
バ
ス
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、
町
民
の
動
き
や
す

い
環
境
を
作
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

町
民
税
務
課

デ
マ
ン
ド
の
実
証
実

験
の
評
価
を
踏
ま
え
、
公

共
交
通
網
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含

め
関
係
者
と
早
期
に
協
議

し
ま
す
。
そ
の
上
で
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
、

４
年
度
か
ら
の
運
行
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

保
育
料
負
担
の
軽
減

県
は
０
～
２
歳
児
の

保
育
料
を
段
階
的
に

無
料
化
す
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
ま
す
か
。

健
康
福
祉
課

県
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
２
月
の
時
点
で
、
す
で

に
町
の
予
算
は
固
ま
っ
て

お
り
、
実
施
す
る
場
合
は

補
正
予
算
を
組
ま
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
自
宅
で
お
子
さ

ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

問問

問問

問問

問

問

答答

答答

答答

答

答

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況

会　　　　　計
認定の状況

本　会　議 予算特別委員会
一　般　会　計 議第15号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

特 別 会 計

国民健康保険特別会計 議第16号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
公共下水道事業特別会計 議第17号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
農業集落排水事業特別会計 議第18号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業特別会計 議第19号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
後期高齢者医療特別会計 議第20号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
介護保険特別会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
宅地造成事業特別会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企 業 会 計
病院事業会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
水道事業会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
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６
人
の
一
般
質
問

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
や
避

難
所
の
備
品
等
を
充

実
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。コ

ロ
ナ
禍
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
活

動
で
き
る
た
め
の
訓

練
や
指
導
者
と
な
る
防
災

士
の
養
成
を
行
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

訓
練
支
援
や
防
災
士

の
養
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

国こ
く
ど
き
ょ
う
じ
ん
か

土
強
靭
化
対
策

国
土
強
靭
化
対
策
に

係
る
地
域
計
画
を
策

定
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。令

和
３
年
度
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
、
現
況
の
復
旧

だ
け
で
な
く
、
災
害
防
止

対
策
も
一
緒
に
実
施
で
き

る
よ
う
国
や
県
に
要
望
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
後
も
国
、
県
へ
要

望
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

防
災
活
動
や
地
域
活

動
に
努
め
て
い
る
消

防
団
員
報
酬
を
改
善
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
後
、
改
善
に
向
け

て
検
討
し
ま
す
。

可
搬
ポ
ン
プ
の
機
動

力
を
向
上
す
る
た
め
、

軽
車
両
を
配
備
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

機
動
力
を
高
め
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

　

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年

の
よ
う
に
豪
雨
・
豪
雪
・

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

答答

消
防
団
組
織
の
運
営

消
防
団
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

定
数
３
０
０
人
に
対

し
、
女
性
団
員
19
人

を
含
め
２
６
１
人
で
、
39

人
不
足
し
て
い
ま
す

団
員
報
酬
の
状
況
と

基
準
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
山
１
市
４
町
で

一
番
低
い
年
１
万
６

０
０
０
円
で
す
。
交
付
税

に
よ
る
基
準
は
３
万
６
５

０
０
円
で
す
。

問問

問問

問問

問問

一般質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

６
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

議
場
内
に
西
山
杉
の
香
り

荒木　俊夫　議員… ……………………………… P11
　１　災害に強い安全・安心なまちづくりについて
菅野　邦比克　議員……………………………… P12
　１　商工観光課職員の観光協会との兼職を解く予定は
大泉　奈美　議員… ……………………………… P13
　１　まちおこしの更なる推進を
佐藤　　仁　議員… ……………………………… P14
　１　コロナ禍における町民の安全と経済への支援は
　２　小・中学校のデジタル化について
佐藤　耕二　議員… ……………………………… P15
　１　新型コロナワクチン接種の対応は
　２　令和３年度予算と第６次西川町総合計画との関連性は
佐藤　光康　議員… ……………………………… P16
　１　大雪で危険な空き家の対策を
　２　３年度のデマンド乗り合いタクシーは

質問事項（発言順）

荒木 俊夫 議員

答答

答答

答答

町長 災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
の

充
実
等
に
努
め
て
い
く

▲平成31年度春季消防演習での火災防御訓練

▲マイクスタンド補助台 ▲パーティション越しに答弁する町長▲吉川地区の防災訓練（令和元年度）

　

町
政
全
般
の
課
題
等

に
つ
い
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。
議
会

だ
よ
り
で
は
、
質
問
と

答
弁
の
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

※�

下
記
の
質
問
事
項
の
タ

イ
ト
ル
は
掲
載
ペ
ー
ジ

の
見
出
し
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
か
ら
議

場
内
に
２
種
類
の
西
山
杉

製
品
を
導
入
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
補
助
台

　

議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
の

音
声
が
聞
き
取
り
に
く
い

と
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
感
染
予
防
の
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
る
影
響
も

あ
り
ま
す
が
、
起
立
し
た

場
合
、
発
言
者
の
口
元
か

ら
マ
イ
ク
ま
で
の
距
離
が

少
し
遠
か
っ
た
た
め
、
マ

イ
ク
ス
タ
ン
ド
を
嵩
上
げ

す
る
補
助
台
を
西
山
杉
で

製
作
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
飛
沫
防

止
対
策
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
、
西
山
杉
で
枠
を
作

り
、
議
場
内
の
議
長
席
、

町
長
席
、
正
面
演
壇
、
議

員
側
演
壇
の
４
カ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光

振
興
業
務
と
し
て
公
務
災

害
を
適
用
し
ま
す
。

非
営
利
型
の
課
税
法

人
で
あ
る
観
光
協
会

が
収
益
事
業
も
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
町
職
員
の
兼
務

は
誤
解
を
生
む
恐
れ
が
あ

る
の
で
、
解
い
た
方
が
良

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

観
光
協
会
と
し
て
新

年
度
の
４
月
か
ら
は

兼
務
発
令
を
行
わ
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
他
の
民
間
企

業
か
ら
の
兼
務
発
令

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

大
企
業
と
の
協
定
を

西
村
山
地
域
の
市
町

に
お
い
て
も
、
民
間

の
大
企
業
と
災
害
対
策
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
様
々

な
項
目
で
連
携
し
、
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
。
本
町

も
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー

と
提
携
し
て
月
山
湖
周
辺

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
で

す
か
。今

後
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
の
制
度
を
活
用
し
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

収
支
報
告
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
し
て
く
れ
た
方
に

対
し
て
収
支
報
告
を
し
て

い
ま
す
か
。

今
後
収
支
報
告
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

人
気
の
順
番
は

返
礼
品
の
人
気
商
品

は
な
ん
で
す
か
。

米
の
人
気
が
最
も
高

く
、
40
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

※
以
下
、
表
の
と
お
り

広
報
紙
掲
載
見
直
し
を

町
の
広
報
紙
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
状
況
を

紹
介
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
町
民
に
お
知
ら
せ
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

昨
年
の
10
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、

取
り
扱
い
は
紙
面
の
ご
く

一
部
で
す
。
今
後
ど
の
よ

う
な
掲
載
が
有
効
で
あ
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

関
係
人
口
を
創
っ
て
は

寄
附
さ
れ
た
方
た
ち

と
関
係
人
口
を
築
い

て
は
ど
う
で
す
か
。

個
人
情
報
は
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
町
内
外
を
問
わ
ず
、
新

た
な
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
た
交
流
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

信
等
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
に
交
流
を

町
出
身
の
方
と
社
会

教
育
や
学
校
教
育
な

ど
で
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

な
交
流
を
試
行
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
ま
す
。

人
材
育
成
を
推
進
す

る
た
め
に
、
民
間
と

連
携
し
今
後
の
施
策
に
活

か
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
は
町
民

や
町
内
事
業
者
に
潤

い
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
民
間
の
意
見
に

町
が
寄
り
添
い
、
後
押
し

し
て
振
興
を
図
る
こ
と
で

町
全
体
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、

今
後
も
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
方

針
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
昨

年
の
７
月
豪
雨
災
害
へ
の

対
応
な
ど
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な

い
状
況
に
お
い
て
、
第
６

次
総
合
計
画
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
に
次
の
質
問

を
し
ま
す
。

答 答

問問

問 問

問 問

問

町長 ま
ち
お
こ
し
の
更
な
る
推
進
を

答 答 答

答

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

制
度
を
強
化
し
て
い
き
た
い

　

一
般
社
団
法
人
月
山
朝

日
観
光
協
会
は
非
営
利
型

課
税
法
人
で
営
利
事
業
も

し
て
い
ま
す
。
そ
の
協
会

の
職
員
を
公
務
員
が
兼
務

す
る
こ
と
や
事
務
所
移
転

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。

観
光
協
会
の
法
人
格

一
般
社
団
法
人
月
山

朝
日
観
光
協
会
の
法

人
格
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。非

営
利
型
の
課
税
法

人
で
す
。

事
務
所
の
移
転
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

令
和
３
年
４
月
１
日

付
で
移
転
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

職
員
の
兼
務

兼
務
発
令
は
一
般
社

団
法
人
月
山
朝
日
観

光
協
会
長
か
ら
の
も
の
で

あ
る
と
12
月
の
定
例
会
で

答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
人

事
権
は
町
長
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

町
か
ら
の
発
令
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

問問問 答答答

職
員
が
勝
手
に
観
光

協
会
の
事
務
局
長
を

兼
務
し
た
り
、
職
員
を
兼

務
し
た
り
し
て
い
る
の
で

す
か
。
そ
れ
を
黙
認
し
て

い
た
の
で
す
か
。

町
の
観
光
振
興
に
協

力
し
て
取
り
組
む
と

い
う
意
味
を
込
め
て
兼
務

発
令
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
す
る
町
か
ら
の

意
思
表
示
等
は
特
に
行
な

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

労
務
災
害
に
は
ど
う

対
応
し
ま
す
か
。

町
が
給
与
を
支
払
い
、

公
益
事
業
に
従
事
し

問問

菅野 邦比克 議員大泉  奈美 議員

町長

商工観光課職員の
� 観光協会との兼職を解く予定は
事務所を他所へ移し、兼務しない

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
２
～
３
人
採
用
し
、

観
光
協
会
の
業
務
に
就
か

せ
る
と
い
う
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

現
在
、
台
湾
出
身
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
人
が
協
会
業
務
に
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
観
光

面
で
さ
ら
に
採
用
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
に
民
間
企

業
で
あ
る
観
光
協
会
へ
の

リ
ン
ク
が
貼
っ
て
あ
り
ま

す
。
再
考
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

今
後
の
観
光
振
興
の

あ
り
方
を
踏
ま
え
、

利
用
し
や
す
く
公
平
な
リ

ン
ク
の
掲
載
方
法
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

答 答答

答答答答

問問

▲�道の駅にしかわ内に移転した観光
協会新事務所入口

◀�
西
川
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

納税総額4700万円（令和3年 1月中旬）

米
38.2％

果樹
17％

その他
27.6％

肉類
6.1％

酒類
11.1％
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６
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ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優

先
順
位
は
町
の
特
性

を
考
慮
し
、
医
療
従
事
者
、

高
齢
者
施
設
従
事
者
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
順
に

で
き
ま
せ
ん
か
。
県
は
特

例
も
あ
り
得
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。

現
在
は
国
の
指
示
ど

お
り
で
考
え
て
い
ま

す
が
、
実
態
に
即
し
た
体

制
も
考
慮
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
崩

壊
が
起
き
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
公
立
病
院
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
中
、

国
で
は
統
廃
合
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
町
立

病
院
の
運
営
方
針
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

西
村
山
地
区
の
４
病

院
と
の
連
携
を
検
討

し
な
が
ら
堅
持
し
て
い
く

こ
と
を
前
提
に
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

公
立
病
院
の
赤
字
は

全
国
的
な
も
の
で
す
。

平
時
は
赤
字
で
も
、
有
事

（
疫
病
や
災
害
時
）
の
時

に
使
命
を
果
た
し
て
も
ら

う
考
え
の
も
と
、
国
策
と

し
て
の
財
政
支
援
を
要
望

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

地
域
医
療
連
携
を
も

と
に
赤
字
減
少
に
努

め
、
国
や
県
に
要
望
し
つ

つ
町
民
の
安
心
・
安
全
の

砦
と
し
て
運
営
を
し
て
い

き
ま
す
。

３
年
度
は
町
長
３
期

目
の
最
後
の
年
で
す
。

予
算
編
成
を
終
え
て
町
長

の
決
意
と
抱
負
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

定
住
人
口
の
維
持
確

保
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
豪
雨
災

害
の
復
旧
、
健
全
な
財
政

運
営
の
維
持
の
４
本
の
柱

で
編
成
し
ま
し
た
。

優
先
順
位

町
の
医
療
従
事
者
等

の
人
数
は
ど
れ
く
ら

い
で
す
か
。

医
療
従
事
者
は
93
人
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
２
３
７
５
人
、
高
齢
者

施
設
従
事
者
は
１
３
０
人

で
す
。

陰
圧
ハ
ウ
ス
の
利
用

陰
圧
ハ
ウ
ス
の
利
用

状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

昨
年
末
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
を

行
い
、
今
後
も
発
熱
外
来

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

須
貝
院
長
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
医
学
的

見
地
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

病
原
体
の
侵
入
前
に

人
工
的
に
積
極
的
に

免
疫
を
付
け
る
こ
と
が
予

防
接
種
で
あ
り
、
そ
の
目

答 答

的
は
感
染
症
に
か
か
り
に

く
く
な
る
こ
と
と
、
か
か

っ
た
場
合
に
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
免
疫
力

が
高
ま
る
と
、
集
団
免
疫

で
高
齢
者
施
設
等
の
感
染

も
防
げ
ま
す
。
接
種
部
の

腫
れ
や
発
熱
な
ど
軽
度
の

副
反
応
は
ど
の
ワ
ク
チ
ン

で
も
見
ら
れ
ま
す
。
重
篤

な
副
反
応
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
）
に
は

十
分
な
態
勢
を
と
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
町
民
が
こ
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

接
種
場
所
は
町
立
病
院

と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
に
ま
だ
ま

だ
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、

感
染
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
、
町
の
現
在
の

進
捗
状
況
と
対
応
を
聞
き

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年
以

上
経
過
し
ま
し
た
が
、
今

後
医
療
や
介
護
等
に
ど
う

対
応
し
運
営
し
て
い
く
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

問問

問問

問

答答

答

町
立
病
院
の
運
営
方
針
は

昨
年
度
と
比
べ
て
、

入
院
や
外
来
収
益
の

割
合
と
昨
年
９
月
に
導
入

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

の
延
べ
入
院
者
数
、
そ
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

１
月
末
比
較
で
入
院

が
99
パ
ー
セ
ン
ト
、

外
来
が
89
パ
ー
セ
ン
ト
、

ケ
ア
病
床
は
２
月
末
で
８

１
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
16
人
が
受

け
て
い
ま
す
。

県
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

３
月
末
か
ら
河
北
病

院
で
行
い
ま
す
。
町
立
病

院
は
山
形
県
の
中
心
に
位

置
し
交
通
の
便
も
良
い
こ

と
か
ら
、
県
と
一
体
と
な

っ
た
検
査
体
制
を
整
備
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

県
と
協
議
し
検
討
し

て
み
ま
す
。

問問

佐藤 仁 議員佐藤 耕二 議員

町長

コロナ禍における
町民の安全と経済への支援は
町民の安心安全と
� 経済再生を最優先に

町長

小・中学校のデジタル化について
１人１台の端末を整備し
� 有効活用を図る

答答

▶
導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

問問 答答

デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討
は

端
末
の
整
備
に
１
６

９
１
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
更
新

時
の
費
用
は
町
が
負
担
す

る
の
で
す
か
。

国
の
方
針
が
は
っ
き

り
と
決
ま
っ
て
い
な

い
た
め
未
定
で
す
。

児
童
生
徒
の
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
は
い
つ
か

ら
使
用
す
る
の
で
す
か
。

現
在
は
有
償
の
た
め

無
償
に
な
る
ま
で
使

用
し
な
い
予
定
で
、
令
和

３
年
度
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
過

度
な
使
用
に
よ
る
健

康
被
害
等
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
運
用
方
法
の
検
討
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
か
ら
示
さ
れ
る
基

準
に
沿
っ
て
検
討
の

上
、
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

町長 ３
年
度
予
算
へ
の
町
長
の
想
い
は

み
ど
り
団
地
の
２
期
造
成
を

問問問 答答答
　

中
で
も
町
の
歴
史
上
最

大
級
の
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
を
最

重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
人
口
の
維

持
確
保
に
つ
い
て
は
み
ど

り
団
地
の
２
期
造
成
に
着

手
し
ま
す
。
町
民
の
健
康

づ
く
り
、
産
業
振
興
、
地

域
づ
く
り
や
人
材
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

▲陰圧ハウスの内部

町長 新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

�

の
対
応
は

実
態
に
即
し
た
対
応
を
行
う
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６
人
の
一
般
質
問

17

令
和
３
年
１
月
現
在

の
利
用
登
録
者
は
40

人
、
運
行
回
数
は
累
計
43

回
で
、
利
用
目
的
の
ほ
と

ん
ど
が
通
院
で
す
。
３
年

度
は
新
た
に
本
道
寺
、
水

沢
、
綱
取
、
岩
根
沢
、
小

沼
を
加
え
、
便
数
も
１
日

２
便
に
し
ま
す
。

　

２
年
度
に
実
施
し
た
、

デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
実
証
運
行
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

実
証
実
験
の
結
果
と

３
年
度
か
ら
の
運
行

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。 空

き
家
を
除
去
す
る

た
め
、
他
の
市
町
村

と
同
じ
よ
う
に
、
解
体
除

去
補
助
金
制
度
を
作
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

危
険
な
空
き
家
の
解

体
除
去
に
町
が
何
ら

か
の
支
援
を
す
べ
き
だ
と

考
え
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

町
は
高
齢
者
な
ど
に

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の

子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
に
危
険
な
空
き
家

が
あ
り
、
大
雪
で
倒
壊
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め

に
、
町
は
緊
急
措
置
を
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
く
る
の

が
不
在
法
人
の
事
業
所
、

跡
地
へ
の
対
応
で
す
。
空

き
家
対
策
等
基
本
計
画
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
、
近

隣
の
方
に
注
意
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
旧
法
人
の
連

絡
先
に
は
文
書
等
で
お
願

い
、
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

問

町長 ３
年
度
の

�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

答

さ
ら
に
地
域
や
便
数
を
追
加

　

今
年
の
冬
は
大
雪
と
な

り
、
西
川
町
豪
雪
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
民
の
暮
ら
し
、
生
活
に

も
深
刻
な
問
題
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
大
雪
の
被
害
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

早
急
な
対
策
を

２
月
14
日
付
け
の
山

形
新
聞
に
、
町
内
の

空
き
家
に
大
量
の
雪
が
積

も
っ
た
写
真
と
「
安
全
確

保
の
た
め
何
と
か
な
ら
な

い
か
」
と
い
う
住
民
の
声

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
町

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
で
す
か
。

屋
根
に
積
も
っ
た
大

雪
で
、
通
行
す
る
方

に
危
険
な
事
案
が
４
件
あ

り
、
新
聞
記
事
は
そ
の
中

の
１
件
に
あ
た
り
ま
す
。

町
で
は
雪
下
ろ
し
を
す
る

よ
う
指
導
書
を
出
し
、
す

で
に
雪
下
ろ
し
が
終
了
し

て
い
ま
す
。

問答

佐藤 光康 議員

町長

大雪で危険な空き家の対策を
町が適切にお願い、指導する

支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
住
ん
で
い
な
け
れ

ば
該
当
し
な
い
な
ど
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。
検
討

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

高
齢
者
施
設
へ
入
所

し
た
場
合
な
ど
は
該

当
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
生
活
拠
点

が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う

点
か
ら
見
直
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問問問

答答

答

▶
海
味
温
泉
西
側
の
空
き
家

◀
倒
壊
し
た

　

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
の
倉
庫

令和３年
第 １ 回
臨 時 会

　令和３年初の議会となる第１回臨時会を２月12日に開催しました。今回は
新型コロナウイルス感染症や豪雨災害、除雪などの各種対策にかかる補正予
算を審議し、全て全員賛成で可決しました。
　また、新型コロナウイルス感染症に関する町議会の決議も可決しました。

安全・安心のために

【補正予算】 � （万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容（詳細は欄外参照） 補正額 補正後の予算額

議第1号 一般会計(第9号)

①新型コロナ感染症対策� 3530万円
②豪雨災害対策� 1億7375万円
③除雪対策� 6720万円
④上記以外� 4424万円

3億2049万円 66億8579万円

①　PCR検査助成事業委託料100万円、ワクチン接種事業費3210万円ほか
②　町道各路線の公共災害復旧工事1億7275万円ほか
③　社会資本整備総合交付金事業の町道除雪委託料▲4,700万円、町単独事業の町道除雪委託料等1億1420万円
④�　ふるさと納税の増加に伴う事業費2493万円、町社会福祉協議会事務局長の雇用に伴う補助金40万円、道
路や橋の補修等工事費1852万円、町民スキー場ナイター照明修繕料39万円

【その他】
議案番号 件　名 主　な　内　容

報告第1号 損害賠償の額の決定につい
ての専決処分の報告

スクールバスの交通事故について、過失割合に基づく損害賠償の額
の決定を専決処分したことを報告する。

発議第1号
誹謗中傷をなくし共に支え
合うことにより新型コロナ
ウイルス感染症の克服を目
指す決議

新型コロナウイルス感染者等への誹謗中傷を問題視するとともに、
町民全体で支え合いながら目の前の困難を克服することを西川町議
会として宣言する。(下記参照)

誹謗中傷をなくし共に支え合うことにより
新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議

　現在、新型コロナウイルス感染症は、全国的に急速な感染拡大が進んでおり、山形県にお
いても11月から感染者が急増しています。その中にあって、町民は、感染拡大の防止に細心
の注意を払いながら、社会経済活動の両立に向け、懸命に取り組んでいます。
　こうした状況の下、感染者やその家族、学校や勤務先等に対しＳＮＳ等の媒体による匿名
での心ない誹謗中傷や、間違った情報の拡散、感染症に対する不安や恐れから感染者や感染
経路を詮索する事例などが発生していることは憂慮すべきことです。
　これらの行為は、偏見による不当な差別であり、人権擁護の観点からも看過できません。
また、コロナ禍を契機として、私たちが永い間培ってきた「思いやり」や「やさしさ」という
美しい文化を失ってしまうことは、大きな損失であり、何としても防がなければなりません。
　新型コロナウイルスは、気づかないうちに誰もが感染する可能性があります。今、私たち
が行うべきことは、感染防止策の徹底であって感染者を誹謗中傷することではありません。
医療・福祉従事者をはじめ多くの方々が困難な状況の中で頑張っています。今こそ、私たち
一人ひとりが、共に支え合うことが何よりも大切なことです。
　よって、西川町議会は、誹謗中傷の根絶を目指すとともに、新型コロナの諸課題に真摯に
取り組んでまいりますので、町民の皆さまにおかれましても、共に支え合いながら、この困
難を乗り越えてまいりましょう。
　以上、決議する。
　令和3年2月12日� 西川町議会　
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議会の動き議会の動き

　

２
月
８
日
、
議
員
研
修

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国
の
地
方

議
会
議
員
な
ど
を
対
象
に

開
催
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
マ

議会傍聴のご案内
新型コロナウイルス感染
症予防のため以下の対策
にご協力ください。
①マスクの常時着用
②手指消毒の徹底
③座席の間隔の確保

次期定例会は
６月です
（6月７日からの予定）

議会全員協議会
■１月26日　令和３年度事業計画ほか
■２月12日　令和３年度予算案内示
■３月５日　第９次西川町保健医療福祉計画ほか

議会運営委員会
■２月５日　令和３年第１回臨時会の運営
■２月12日　令和３年第１回定例会の運営

総務厚生常任委員会
■１月26日　２～３月の行動計画
■３月５日　請願の審査ほか
■３月25日　政策提言回答検証

産業建設常任委員会
■１月26日　２～３月の行動計画
■２月10日　町内各事業所に関する事務調査
■２月13日　月山スノーランドに関する事務調査
■３月５日　政策提言回答検証ほか

広報公聴常任委員会
■３月４日　議会だより116号編集会議
■３月17日　入稿前編集会議
■３月26日　第１回校正
■３月31日　第２回校正(文書アドバイザーとともに確認)
■４月５日　第３回校正
■４月８日　第４回校正、校了

その他
■２月８日　西川町議会議員研修会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
は
、
令
和
２
年
度
の
所

管
事
務
調
査
を
踏
ま
え
、

町
の
取
組
み
の
成
果
を
確

認
す
る
た
め
の
追
跡
調
査

を
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行

い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

▲議場でモニター越しの講演に聞き入る議員
▲月山紡績で初めて目にした機械に興味津々

▲雪上運搬車のツアーに出かけるお客様

▲�文書アドバイザーの新宮隆子さん
（右から2人目）と広報公聴常任委員

月
山
紡
績
株
式
会
社

　

吉
川
地
区
に
社
屋
を
構

え
る
月
山
紡
績
株
式
会
社

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
町
の
事
業
所
設

置
奨
励
金
を
交
付
さ
れ
た

企
業
で
す
。

　

同
社
は
、
寒
河
江
市
の

佐
藤
繊
維
株
式
会
社
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
し
て
26
年

8
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
20
人
の
従
業
員
の
皆

さ
ん
が
働
い
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
梳
毛
紡
績

（
そ
も
う
ぼ
う
せ
き
）
で
、

羊
毛
を
原
料
に
梳
毛
（
長

い
繊
維
を
よ
り
分
け
、
す

い
て
縮
れ
を
伸
ば
し
平
行

に
並
べ
る
作
業
）
を
行
な

っ
た
後
、
毛
糸
に
紡
ぐ
の

だ
そ
う
で
す
。

　

北
日
本
の
中
で
も
同
社

に
し
か
な
い
機
械
や
技
術

な
ど
が
あ
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ

く
戦
略
的
な
事
業
の
説
明

を
受
け
、
今
後
も
そ
の
展

開
に
大
き
な
期
待
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
山
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド

　

弓
張
平
地
域
に
今
冬
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
た
月
山
ス

ノ
ー
ラ
ン
ド
は
、
月
山
山

麓
の
雪
原
な
ど
を
活
用
し

た
各
種
の
雪
遊
び
が
体
験

で
き
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
開
始

す
る
に
あ
た
り
、
町
は
雪

上
運
搬
車
を
購
入
（
議
会

だ
よ
り
１
１
３
号
17
ペ
ー

ジ
参
照
）
し
、
運
営
主
体

で
あ
る
「
月
山
冬
の
誘
客

推
進
協
議
会
」
に
無
償
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様

が
全
く
見
込
め
な
い
状
況

で
す
が
、
町
外
か
ら
毎
週

の
よ
う
に
遊
び
に
来
ら
れ

る
方
々
も
お
り
、
来
シ
ー

ズ
ン
へ
の
期
待
が
大
い
に

高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
連
盟
主

催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

に
議
員
全
員
が
参
加
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
全
国
の

地
方
議
会
に
広
が
っ
て
き

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
早
稲
田
大

学
の
北
川
正
恭
名
誉
教
授

と
法
政
大
学
の
廣
瀬
克
哉

常任委員会
活 動 報 告

西川町議会
議員研修会

取
組
み
の
そ
の
後
を
確
認

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
か
ら

議
会
改
革
の
新
た
な
ツ
ー
ル

�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
る

３
年
連
続
入
選

�

議
会
広
報
表
彰

　

２
年
度
の
第
26
回
山
形

県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
、
西
川
町

議
会
だ
よ
り
１
１
３
号
が

入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
３
年
連
続
で

の
入
選
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
を
目

指
す
こ
と
が
議
会
広
報
づ

く
り
の
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
定
の
評
価
を

得
た
こ
と
は
大
き
な
励
み

で
す
。
今
後
と
も
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
「
手
に
取
っ

て
も
ら
い
、
開
い
て
も
ら

い
、
読
ん
で
も
ら
え
る
」

議
会
だ
よ
り
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

教
授
（
４
月
１
日
か
ら
同

大
学
総
長
）
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
早

稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

研
究
所
事
務
局
長
か
ら
、

昨
年
１１
月
に
行
わ
れ
た

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議

会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
調
査
」

の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
全

国
の
地
方
議
会
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
全
国
で
も

い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
を
議
会
活
動
に
取
り
入

れ
た
茨
城
県
取
手
市
議
会

の
議
員
と
同
市
議
会
事
務

局
の
皆
さ
ま
に
よ
る
事
例

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
全
国
の
地
方

議
会
の
状
況
や
、
最
先
端

の
事
例
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も

緊
急
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
導
入
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
今
後
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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15日
発

行
116号

～議会だより１１５号の
� アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

【第４回定例会注目記事１を読んで】
　月山湖水の文化館の施設運営等について掲載されていますが、施設の維持管理費には莫
大な経費を要します。例えば「水にこだわったまちづくり」のコンセプトを維持しつつ、
民営も含め今後の利活用について公募してみてはいかがでしょうか？クラウドファンディ
ング等の利用も含め、広く一般にアイディアを募ることも有効かと思います。

　西川町議会では 10 人の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートで寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答えし
ています。読者モニター以外の方もお気軽にお問い合わせください。

ファクシミリ：７４－２６０１　　住所：海味 510 番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

Ｗ .Ｓさん

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

Ｓ.Ｋさん

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

こ
の
一
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
や

７
月
の
豪
雨
災
害
、
そ
し
て
豪
雪

が
重
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
な
状
況
の
中
、
各
種
対
策
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
令
和
３
年
３
月
の

定
例
会
で
は
来
年
度
当
初
予
算
案

に
対
す
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、
災
害
対
策

な
ど
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
の
中

で
の
予
算
編
成
で
あ
り
、
各
課
か

ら
の
説
明
及
び
議
場
に
お
け
る
審

議
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
以
上
に

白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
採

決
の
結
果
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時

で
は
あ
り
ま
す
が
「
町
民
全
員
笑

顔
で
一
緒
に
町
づ
く
り
」
を
進
め

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
佐
藤
仁
）

Ｗ .Ｋさん

　日本カヌー連盟の公認コースとなることで全国に広まるようです。令和3年度には全国
中学生カヌー大会や日本カヌースプリント選手権大会、全日本学生カヌースプリント選手
権大会などが予定されていると説明を受けています。

　議会だよりに「プロジェクトチームが検討している」と掲載しましたが、その中ではア
イディアがまとまらなかったと聞いています。町職員だけの検討でだめなら、ご提案のと
おり民間などのアイディアを募集することも一つの方策と考えます。安易に廃止、解体な
どということにならないよう注視していきます。

【政策提言を読んで】
　行政評価を踏まえた提言内容であり、容易に理解できます。提言に関するフォローアッ
プはどのようにされていますか？議会ホームページでは探せませんでした。

【その他】
　月山湖の1000ｍコース新設に伴う広報や競技誘致はどのような状況ですか。

　２月に政策提言に対する町からの回答があり、それをホームページの政策提言の後段に
掲載していますので、ぜひご覧ください。この回答に対する議会としての取組みを今後の
常任委員会等で検討した上で令和３年度の活動につなげていきます。


